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【はじめに】
石垣島と西表島の間に広がる石西礁湖は、国内最大規模のサンゴ礁であり、
非常に多くの種類のサンゴが生息し、琉球列島の生物多様性を象徴するフィー
ルドである。石西礁湖には、竹富島の北東約500ｍの海底に竹富島海底温泉と
呼ばれる熱水噴出域が存在する。噴出口周辺は直径５０ｍ､深さ２０ｍほどの凹地
になっており、噴出口からは最高約７０℃の温水や気体が噴出しており、地球化
学的調査研究が進められてきた(兼島ら1983､大森1987,大森ら１９９１など)。
深海域の海底熱水活動域では、硫化水素や重金属などを使ってエネルギーに変
換する（化学合成）バクテリア群集が確認されており、竹富島海底温泉におい
ては、この化学合成生物群集とサンゴに代表される光合成生物群集が共存する
可能性があり、世界でも特殊な浅海域の熱水活動域として学術的に注目されつ
つある。本研究では、噴出する温泉水に加え、噴出した温泉プルームがどのよ
うな広がりを持つかを検討し、周辺のサンゴ礁に対して影響を与えるかに関し
て報告を行う。

【実験方法】温泉水及び付随ガス、温泉プルーム試料及び堆積物コア試料は、
スキューバダイビングによって採取した。温泉水及び間隙水試料は、ｐＨ＿アル

カリ度、陽イオン（Ca2+、Mg2+、Ｋ+、Ｎａ+)、陰イオン（C1-,ｓ○42-)、栄養塩
（アンモニア、シリカ)、溶存メタン、重金属元素（無機Ｈｇ、有機Ｈｇ、Fe2+、
totalFe)の測定を行なった｡ガス試料についてはＧＣＴＣＤによってＣＨ４､Ｃ２Ｈ６、

CO2、Ｎ２、Ｈ２、Ｈｅの測定を行なった。
【結果と考察】
ガス試料は、メタン（68.2-69.5vol・％）と窒素（30.4-34.1vol・％）を主成分

とし､続けてＣＯ２(0.45-1.9vol％)､○2(0.7-1.3vol・％)､Ｈ２(0.008-0.O15vo1.％)、
Ｈｅ（<O･OOO6vo1.％）を含んでいた。熱水試料の端成分（Endmember）は、
カルシウム１６．０，ｍｏｌ/kg、ナトリウム１３３，mol/kg、塩化物イオン２５３
，mol/kg、硫酸イオンＬ９６ｍｍｏｌ/kg、アンモニア１．２５，mol/kg、シリカ
２．０８，mol/kg、アルカリ度８．２，mol/kｇであった。特に間隙水中におけるア
ルカリ度の増加は、硫酸還元と炭酸カルシウムの溶解によることが考えられ、
この炭酸カルシウムの溶解が、温泉噴出域がくぼ地になっている原因となって
いる可能性が示唆される。また、塩化物イオンは、endｍｅｍｂｅｒにおいても海
水の半分程度であり、温泉水が海水と混合する前に、天水など何らかの淡水と
混合していることが示唆される。最後に、噴出した温泉プルームは、溶存メタ
ンや鉄（Fe2+及び全鉄）等に富んでおり、サンゴ礁が繁茂する範囲まで温泉の
影響が広がっていることが明らかになった。栄養塩など光合成生物にとって有
益な物質に加えて、重金属や硫化水素などストレスとなりうる物質もまた大量
に供給されていることが明らかになり、温泉の周辺に広がるサンゴ礁生態系に
対して、竹富島海底温泉が重要な役割を果たしていることが期待される。


